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地域医療機関発行物へのニーズ 

長崎大学附属図書館医学分館の ILL 統計より 

 
松村悠子  

長崎大学附属図書館  
 
○概要  

長崎大学附属図書館医学分館（以下、当館）における ILL 依頼・受付統計を分析し、当

館の ILL 業務における課題および学術情報の電子化が進む近年における図書館での文献複

写提供業務において地方大学図書館が期待される役割について考察する。  
 
○分析対象  
・ 当館における ILL 依頼・受付データ（2004～2011 年度分。業務システムより）  
・ 当館における相互利用（依頼・受付）、カレント誌、オンラインジャーナルタイトル数

（1981～2011 年度分。日本医学図書館協会加盟館統計より）  
 
○分析結果および考察  

依頼は 1998 年、受付は 2000 年をピークに、特に過去 10 年間は毎年減少している。  
年度別に依頼・受付件数の多いタイトルを集計したところ、2007 年度を境に受付上位

タイトルが本学紀要から長崎県内の医療機関の発行雑誌へと推移していた。2006 年より運

用を開始した本学機関リポジトリ NAOSITE で紀要を無料公開していることの影響による

ものと考えられる。  
依頼に関しては、洋雑誌が上位タイトルに占める割合が減少し、国内の学会誌や商業出

版誌がかわって上位へ浮上しており、オンラインジャーナルの契約やオープンアクセスに

よる影響が見受けられた。  
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